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I政 府 債 458.8 (58.5) 845.1 (26.5) 972.5 ( 25.8) 
植 民 地 105.3 (13.4) 622.9 (19.5) 675.5 ( 17.9) 
イ ユ〆 ド 55.0 ( 7.0) 179.0 ( 5.6) 
オ-'"ト 34.3 ( 4.4) 248.4 ( 7.8) ラレイシア
74.6 ( 2.3) 
南他 アフりカ 16.0 ( 2.0) 97.4 ( 3.1) 
23.5 ( 0.7) 
タト 国 353.5 (45.1) 222.2 ( 7.0) 297.0 ( 7.9) 
アノりカ 160.0く20.4)
中 南 米 47.5 ( 6.1) 101.3 ( 3.2) 
ヨ一戸、yノミ 108.5 (13.8) 39.5 ( 1.2) 
エジアトー 37.5 ( 4.8) 22.2 ( 0.7) 
'" コア ジ ア 59.2 ( 1.9) 
{由
E 自 治 体 i 1伽 ~I 152.5 ( 4.1) 
E 鉄道企業債 1，344.4 (42.1) 1，531.0 ( 40.7) 
植 民 地2 373.3 (11.7) 447.2 ( 1.9) 
イ :/ ド (105 (13.4)) 136.5 ( 4.3) 140.8 ( 3.7) 
カ ナ ダ (20 (2.6)J 
オ一久ト 3.7 ( 0.1) 306.4 ( 8.1) ラレイシア
イ也 326 (41.5) (南ア)9.4( 0.3) 
外 国 971.1 (30.4) 1，083.8 ( 28.8) 
アメリカ (40 (5.1)コ 611.5 (19.2) 616.6 ( 16.4) 
中 南 米 (37.5( 4.8)J 
ヨーロツノミ (5日(6.4)) 23.8 ( 0.8) 467.2 ( 12.4) 
他 13.4 ( 0.4) 
1vその油企業債 903.0 (28.3) 1，107.3 ( 29.4) 
合 言十 7削(1凹)| 山 8(100)l 3，763.3 (100.0) 
泊三) [ J内の数値は， m+IVの内訳を示す.山田秀雄「イギリス植民地経済史研究J1971年， 8 
ページ参照Lただし表中の数値はすべて計算しなおLている。
出所) 18初年;A. K. Cairn沼田S，Home and Fo問 ignInvestment 1870-1913， 1953， p 
183， 1910年;G. Paish. Great Britam's Capital Investment in Individual Colonial and 
Foreign Countr児島 Journalof the Royal Statistical Society， ]anuary， 1911， pp. 180-184. 
1913年;H. F創 5，Ei的可，e;The Wor[，ぷi'sBanker 1870-1914， 1930， p.2'/ 
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第 2表海外証券新起債の構成と変化 年平均 100万ポンド
11肝 1-511876-801田 1-51蹴』仰L叫回叫1凹 1件1鵬巾山4
ヨ -ロ吋/号 24.86 4.16 9.62 1030 2.96 7.28 3.38 12.90 24.93 ，tアメリカ 23.18 9.06 19.32 33.02 17.94 14.50 28.78 55.01 90.70 
南アメリカ 12.98 1.64 8.89 28.40 5.20 7.10 8.56 30.94 37.18 
77 1) 古 1.70 ::t06 4.86 4.34 6.52 12.10 27.64 13.78 10.05 
アチア 3.98 4.14 8.28 10.56 7.16 19.46 14.56 25.42 20.00 
オァ、ト
4.12 8.66 13.24 15.72 11.26 9.40 4.80 5.98 14.35 ラレイシア
外国 1叶叫 Hlor740l叶叶判別01115印
帝国内 12.901 17.74 1 28.80 1 25.82 1 24.38 1 32.68 1 42.78 1 55.841 74.38 
定一叫 16町.72問ηヤ
熱帯 14.221 6.00 1 12.66 1 23.14 1 1Q.48 1 22.32 1 16.42 1 41.68 1 38.33 
イン 777 54.22 24.58 43.52 71.92 31.66 36.78 55.40 102.16 148.53 トヲクチュア
抽出産業 4.66 1.50 5.18 9.38 7.76 lB.G6 10.42 21.78 19.88 
製造業 0.76 0.26 1.02 7.08 1.82 3.08 1.96 4.28 10.05 
出所) M. Simon， otαt.， pp. 40→43 より作成a







め この期のイギリス資本輸出甲推計とそり方法に関する代表的文献は次の当りである。 G.Paish， 
噌 αt.;C. K. Hobsos， The Export o.}、ca戸'tal，1914，楊井克巳訳「資本輸出論J，1968年，
L. H. Jenks， Theル1igrationof British Capital臼 1875，1938;H..FeIs， op.cit.;A. K 
Cairncross， 0.ραι; A. H.I皿 lah，E印 ησmicEleJηents in Pax Britanica， 1958，最近の研
究としては次の士献を参照されたい。 M.Simon， T:ie Pattern of New British Portfolio 
Foreign Investment. 1865-1914. in A. R. Hall Ced.) The Exto吋 afCapital frnm. 
B，.;品川 1870-1914，1968; A. 1. Bloomfield， Pattems of Fluc，郎副ionin 1n古rnationalノ




1854年末におけるイギリス総海外投資残高 1 億9500万 ~2億3000万ポンドの
うちヨーロッパ政府債(フランへベルギー， ドイツ，ロシア)の占める割合は，
4500~5500万ポンドで全体の23~24%に当り，これにスベイン，ポルトガル政
府債3500~4500万ポンドを加えると56~59% となるへ ところが， 1870年には
その比率は 1億 850万ポンド， 18.6%となり， 1910年にはわずかに 3950万ポン
ド， 1.2%へと低下する。同様に新規投資の推移でみても， 対豆ーロッパ投資
は，年平均で， 1870年代の1450万ポンド (51%)， 80年代の9960万ポンド(12%)，
90年代の年平均512日万ポンド (8%)， 1900年以後の1200万ポンド (9%)へとそ
の比率は著しい低下を示している。また投資比率の比較的高い70年代において











'¥，Inves抑制 Wore1914， 1同小野一郎 4、林龍寄訳「金本位制下の国際企画担J，1975年，
所収;P. L. Cottrel1. British Oo!f!門 I?OSlnvestment in the Nineteenth Centulッ， 1975 
3) L. H. Jenks， op. cit.， p. 143 
4) Ibid.， p. 246 





イシア 4億1600万ポンド，アルゼンチ :.'3億2000万ポンド，ブラジノレ 1億4800
万ポンド，南アフリカ 3億3日00万ポンドでおよそ46%を占めることになる。更
にヌノレlグセの区分に従って対合衆国投資，各々 2億ポンド， 7億5500万ポンド
を加えると Fれば， 1870年には48%， 1913年には66%となり， 1913年末まで













5) A. K. Co.irncro田 ，ot.cit.， p.183 
6) 1913年の数値の内訳については，山田秀雄前掲書4ベ ジによる。
また. ，軒定仕地域」白定義にコいては，拙稿，帝国主義形成期の資本輸山と貿易，京都大学
経済学会「経済論叢」第116巻第5. 6号， 1975年所収， 89ベ ジのく注)3)を参照のこと。
7) ヌノレクセ(1)~善説言そのものについては R. .Nurkse， InternaUonal Investment Today in the 
Light of Nineteenth Century Experience， Patterns of Trade and Development， in G 






























帝国主義形成期のイギリスの資本輸出と l多角的決済網」 (357) 47 
第3表対外投資の構成 (1910年)田万ポンド(%)
カナダ 南 西 1海峡植民ヤ地1インド・ラレイシアンチン アフリカ アフリカマラ セイロン
政 府
74.6 248.9 33.8 97.4 8.5 7.9 179.0 
(2003 〕 (65.4) (14256 〉 〔2777〕 (29.0) (36.0) (43905 〉
自治体 18 14.6 17 
2(24397 〕 (3397 〕 1(81671 〕 (594 0〉 1(3L6O5 ) 
鉄 道 (59.9) 〔41703 ) 〔690。) (7287O ) (37.4) 
銀行他1 17.1 10 5.5 1.5 5.3 
(498 6〕 〔12853〕 (23677 ) (26228 〉 (18.6) ( 6.8) ( 1.4) 
電ス気他・ 6.6 
ガ 1'1 (29 6〕 (225 〕 (7999 〕 (195 〕 ( 1.8) 
鉄鋼他(1) 21 14 16 1.5 3.5 
( 5.9) (4 38〕 ( 2.9) 1〔24578〕 (529 〉 〔L003 
鉱山他判 8.3 4.2 0.8 13 12.6 31. ( 2.2) (11.6) ( 0.3) (35.8) (47.2) (57.2) j ( 8.5) 
!m71380112698135141294| 
(100.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 1 (1口0.0)1 (100.0) (100.0) 1(100.0) 
注 1)金融ー土地ー投資 2)運河 ドック電灯電信電話水道電車 3)醸造ー商工業
製造 自動車輸送・石炭ー船舶 4)石油ゴム茶コーヒーを各々古む。













東南アジアの植民地へのもりであり， 1億53日日万ポ γ ド， 813百を占め亡いる。
更に，これら地域への投資は r新定住地戚」へのそれと比較し，イ Y フラス
トラグチュア型投資の占める比率が極めて低いりに反l，.，銀行・金融・土地，
48 (358) 第 119巻第6号




























インド土地抵当輯行 theLand Mortage Bank of Indiaやオ ストラリア商業土地金融会社
the Australian Merchantile Land and Finance Companyなど海外銀行や代理屈の占める比
重の増加はとの傾向を示している巴 p，J. Cot1rel， ot. cit.， pp. 31-32 


















10) C. K ホプソンは， r植民地債にはーっとして滞納の事実がなかった」として，外国政府置に
比ベ利子率が低いにもかかわらずより確実なも白であったことを指情している。間，圏内，植民
軌 外国への控菅白長期収詩率はケアングロスによって与えられる。 c.K 可obson，0.ραム






現代資本主義と資本輸出， r金融論議座lVJ， 1964年，所収， 147ベ ジ。東亜経済調査聞編特
許植民会社制度研究 1，大正13年1 世間"































この傾向は 層顕であるロ 1913年におけるイギリスの生産高はそれぞれ1，025万トン， 766万トン
でお上そ合衆国の3分。 1 ドイツの 3分の2弱となあ。 Jグチンスキー ，邦訳前掲書'"ベ ジ，
F. Hilgerdt. lndustriah日 tionand Forei酎1 Trade， 1945， League of Nations，; G. D. H 
Col， British Trade and In品ωtry，1937， pp. 106-107 
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第4表世界貿易に占める主要国の割合% である。このことは，外国貿易に
!イギリス|ドイツ|合衆国[フフンス
1880 2日 11 11 11 
1890 2日 11 10 9 
1900 19 13 12 9 
1913 13 13 11 8 
出所') J. Kuzynski， Die Geschichte der Lage 






















13) 主要工業諸国の世界u輸出ー輸入各々に占める比率とそ白変化については故に与えられる， D. 
D ミグュスチン監悟，西沢富夫訳「世界貿易論J，1943年J161べ}ク;p， J.O'Leary & W. A 
Lewis， Secular Swings in Production and Trade 1870-1913， The Manch，ヲ ，~ter School of 
Economic and品cialStudies， May， 1955. p. 129 
14) コー ルによれば，帝国内輸出貿易り比率は， 1870年の31%から1913年には37%へ噌大する。 G
D. H. Cole， op. cit.， p.66， 103 
15) W ホフマンによれば， ζの期のイギリスは資本の輸出を強化することによってその生産力構
造においても変貌をとげ，消費肘工業の生産財工業に対する比は1851年の60: 4Cから.1907，年に
は42:58へとその比重を逆転せしめるに至ったo W. Hoffmann， vVachstum und Wachstum-
formen der englischen Inヨusrriewirtschaft，S. 380 
52 (362) 第 119巻第6号
第5表 イギリスの輸出入とその変化〔商品別)年平均， 1凹万ポソド
1陥 入|穀 類|原 的|男タ ~I 計局高|鉄 鋼 i古平副総 組
1854-70 27.8 (61.9) 9.7 25.6 0.9 3.3 2302 
1871-80 53.9 44.9 25.9 34.2 2.9 7.5 371.4 
1881-90 54.2 42.3 34.6 31.9 4.1 8.6 394.6 
1891ー 凹 50.7 350 53.8 35.9 4.9 10.9 446.1 
1901-10 67.5 54.9 71.9 47.1 8.2 19.6 585.9 
1911-13 753 74.0 79.5 47.7 13.1 27.1 731.2 
附 銅|綿製品 毛製品|化 学|毒気品|総 額
1851-70 36 14.3 48.7 17.8 2.2 37 136.3 
1871-80 9.1 25.9 71.9 26.3 7.2 8.1 220.0 
1881- 90 11.6 26.4 72.8 23.6 9.9 12.6 243.3 
1891-00 19.5 236 66.7 21.2 11.8 18.1 2399 
1901-10 328 35.5 90.0 23.8 15.1 27.5 347.7 
1911 -13 44.9 50.0 123.2 31.9 21.0 36.2 488.8 
注) ( )内の数値は，それぞれ1酎::l-70年および1国7 190C年干均，輸出 再輸:1を除仁





最大の輸出項目となっている。 しかしながら， S. B，ソウルによれば1880年代
末以後ドイツ，合衆国との競争がとりわけ前者とは中近東・中米において，後
者とは中国および南米において激化し，更に1887年以後平織 cottonplains市




ユ6) S. B. Saul， Studies in British Cτ ersea.¥" Trade 1870-1.914，1%0， pp. .1'1-:=14，掴普作





申自 i斗 高 187.7 ~，ポ00ン方ド 235.9 1オ加ミγ万ド
ヨ ロ ツ/、
49.9% 48.7% 
〔ト ノレコびをエ除シプく〕トルコ及 ト 17.6住) 14.0 
英領イ ゾ ド 16.5 19.5 
中国・日木・ジャバ 11.1 12.7 
y、戸 白 f也 14.9 5.1 
注) 1870年はト dレコりみ。
山所) Thomas Elh田町 CottonT rade Qf Great B円印n，1886， p. 59， 64 












津田隆「世界綿業資本の発展J，1948平， 27-28へー ジ， 53-54ペー ジより引用。
第 7表綿布愉山の変化
1870 1890-94 1910ー 11
輸 :1¥ i~言 3 ，252.8~ボ00ン万ド 七975.31コボ0ン万トヨ 6，446.0~~~ン万ト一
ヨ ロ ツノ、 9.1% 6.2% 6.4% (トルコをジ除プ<) 
トルコ・ェ ト 20.6 13.8 11.7 およびアフりカ
アメりヵ大〈l吃〕
(合衆国を除 18.3 16.1 12.0 
アメりカ合衆国 3.2 1.2 1.0 
英領イ ソ ド 28.4 42.3 38.7 
中国・日本・ジャパ 14.7 15.0 15.5 








17) lbid.， p. ;J3，真草凡 38べジ。
54 (364) 第119巻第6号
第E表 イギリスの工業製品輸出 1，000トン
1889 1892 1909 1913 
ヨーロツ f ミ 1，134 1，298 
ドイツ・オランダ 643 377 
伊露仏・白 410 320 
アメりカ合君主国 576 385 243 176 
アリゼ y ヂン 415 67 471 358 
イギりス傾 1，655 2，287 
カ ナ タ。 237 178 
オーストヲリプ 368 211 359 565 
南 7 7 りカ 66 68 
イ 0/ ド 441 293 516 805 
4，186 2，740 4，211 4，934 
注) 188~年および1892年比鉄鋼， 1909年および1913年は，鉄鋼および製造工業製造品をあらわす。




































1869← 73 1879~83 
綿糸 (100万ボγ ド(lb)) 106.4 106.5 
縮減物 (1田万ヤ ド) 271.9 258.5 
毛織物 (100万ヤー ド〉 111.9 101.3 
鉄鋼(1，000トン〉 968.4 1，040.2 
機械 (1，凹OポドンC<E) 2，519.0 3，460.0 
注) ドイツ，オランダ，ベルギ ，フランス，イタリアおよびスウエ デン。
出所) s. B. Saul， O.ραt.， p.19，邦訳， 22へジ。





















王ヨ-，ユツ J 主ず¥ 13.J 13.1 29.2 
英帝国諸国へ 10.0 8.2 0.9 
アルゼンチン・ 3.6 3.2 2.8 ブラジノレ・チリヘ
他 7.6 5.1 4.3 

















19) Ibid.. p. 37，邦訳.42ペジ，

















第11表 イギリスの小麦輸入と圏内生産年平均， 1凹万 cwts (1 cwts=1l2 lb.) 
国 内
合衆国13Z3|カナダ|インド11fよ|総 量 生 ι+ ヒ
1870-80 23.1 3.3 2.1 1.7 55.2 
1881-90 24.8 1.2 2.1 9.3 2.7 72.6 (132.5) 
1891-00 31.3 7.8 40 6_6 2.4 88.4 104.9 
1901-10 20.0 18.3 10.8 15.4 I 89 106.9 97.0 
1011-13 22.3 16.1 19.2 21.4 12.3 115.3 (105.0) 
注) ( )内の数値はそれぞれ1884-90および1911-12年平均をあらわず。
出所) B. R. MJ tchell & P. Dean. otαt.， pp. 86-87， 101-2より作成。ただし36.21プッ γ ェ
ル ~1 トンで換算D
20) R R. Mitchell & p， DeEn~， op. at.， pp. 315-326参照。
























22) lbid.， pp. 29-30，邦訳品ベジ。




る」 ヒルガー トは，両大戦間期の世界貿易の分析を通じてこの事実の実証的検討を行った。 ノ





















25) The Royal Institute of International A圧airs，The Problem of lntern配 ionalInvest-
間四t，1937， p. 120，揚井克己・中西直行訳「国際投賓論ム 1970年， 132ベー ジ9
26) 1914'年におけるイギリスを除〈主要国の対外投資総額は，合衆国35億1，380万ドル， ドイツ 235
億ライヒス・マル九 フランス4，500万フランであった。又その地域的分布比は各々ヨーロッハ
が19.7%，53.2%， 27.5% (うちロジアのみで25.1弘)，中南米が47.0%.16.2%. 13.3%， ア
ジア・アフリカが7.4%，12_8%. 12.2%であった。又合衆国はその24.7%がカナダへの投資で
あった。ただしフラソスは植民地への投資 (8.9%)を除し C. Le-wis， America's Stake in 
Intの初ationalInvest:ments， 1938， p. 606. H. Feis， op. cit.， p. 51， 74 
27) 南米主要諸国のうち，ポリゲイア，ヴーネズェラ，チリ，ヘノレ は，錫，石咽，硝酸塩，銅な
ど鉱工業原料輸出国 Cあったのに珂し，アルゼンチンとブラジノレは元来食糧生産国であり，アノレ
ゼンチγは1929年に至るも輸出の65%が小ま，肉類などであった。 TheRoyal Institute of In 



















1901 '02 '03 '04 '白'∞ '07'伯!叩 '10'1 晶によるものであり， 1907年比
注7 アルゼンチンは機閣車，鉄道資材，レ ルを，ヵナ でみた 1913年までの増加は 640
ダは鉄道用樺鉄鋼，鉄鋼 ν ルーを，南アフリカは宮議
機械をあらわす， 万ポンドになるが，機械・車車問






















帝国主義1日成期のイギリスの資本輸出と「多角的決済網」 (371) 61 
第12表 カナダの貿易バランスと資本輸入 年平均， 100万ドル
イギリス 会衆国 その 1t1! 資本輸入
貿易収支|資本輸入 貿易収支|資本輸入 百易収支|資本愉入 百十
1900← 04 53.2 19.1 - 57.7 21.5 -159 5.0 45.6 
1905-09 47.3 120.9 -102.4 31.4 - 18.7 5.5 戸 157.8 
1910-13 41.9 263.4 -230.5 91.4 -32.3 27.6 382.4 
百十 670.0 I 1，753.1 I ~1 ， 720.81ω8 I -302.1 I 1町|ぉ45.6
住〉 貿易収支は鋳貨及び地金移動を古む。
1¥;青) J Viner.噌 αt.，p. 282より作成a














イナ←が奇しくも「三角決済J(triangular adjustment) と呼んだように， rカナ
タ。へのイギリスの投資の大半は資本財の通常の供給者たる合衆国のカナダへの
29) F. 1王ilgerdt，0，少 cit.，p. 55 
30) J .Viner， Canada's Balance o.f In.ternational lndebtedness 1900-1913， 1924， p.282 ; 
S. B. Saul， op. cil.， p.70邦訳，82一、 ジ。



























る合京国の訓合は 3分の 2を越え，カナダの完成品輸出は原料1 半製品のそれを上回るとともに3
192(:;午までに合衆国の対カナダ投資は荒田のそれを凌駕する C. Lewis， o.ραt.， p.606， 611 
The Royal Institute o{ Inlernational Affairs， v.ρ cit.， p.256，邦訳， 271へー ジ F. HiJgerdt， 
噌 cit， 1 日，参聞のζと。
帝国主葺形成期のイギリスの資本輸出と「多角的決済網」 (373) 63 
第2図 決済の世界的パター γ 1910年(国際収支)， 1叩万ポンド
そ白他地域とのイギリスの収支
受取勘定 支払勘定
中国 13 海峡植民地 11 
ウルガアイ 6 南アフりカ 8 
英領西アフリカ 3 ニュ シ ヲン 1: 4 
アノレゼンチン 2 
注〕 矢印位置務の方向を表わす。




















な 次産品国であり， 輸出の80%， 輸入の50%をヨ ロッパに負っていた。
1885年を除いてヨーロッパの対合衆国貿易勘定は1892年まで黒字を続け，全体
として80年代の合衆国は，経常勘定におい工，ヨーロッノ、工業諸国に平均 1，000
~ 1，500万ポンドの赤字を記録し， 対芙勘定では平均 5400万ポンドの黒字を残
第13表合豪国の貿易収支年平均， 100万ポγ ド
188口-84 |附/1909
ヨ p ツノ、ー 十57.2 +104.5 
万/三、 国 +49.4 +69.7 
工業ヨーロッパ + 1.9 +37.9 ，tアメリカ -12.5 + 3.3 
カ ナ タ命 - 0.9 +15.0 
南アメリカ -10.8 18.4 
ブラジル - 8.4 -16.5 
ア ニノ ア -11.8 - 24.5 
-( γ ド - 3.6 11.0 
オー ストヲレィ、ンア 十 0.4 十 3.0
計
注J 工莱ヨー ロッパはオ ストリア，へルギ，フラ γλ，
ドイツ，オランダおよびイタリアを指す。銀移動を古む。










































33) S. B. Saul， ot. cit.， p.50，邦訳.58ベ ヅ。 ブルムフィー ノレドは，このような事実に着Hし，
この期目世界経済自発展における英国の Pl1sh要因を宝配的とみる従来の議論に対L.カナダを
中心とする一次産品諸閣を通じる合最固 pull0)要因の重要牲を説いている o A. 1. Bloomheld， 
ot. at 
34) S. B. S叩 J.O~ραt.， pp. 55-56.邦訳.65ベ-;/0なお，一方におけるインドと他方での日本
を媒介項lこもちつつアジアにおける英米睦済関係が世界史"'iE面舞台に畳場するためにはさらにノ
66 (376) 第119巻第6号
11898/99 附 /ω11909/1ト 1叫，114
貿易収支 +23.6 +47.4 
金銀移動 ー 7.8 -25.9 
貿易外収支1) -15.4 -17.6 
本国費他2) - 6.9 -12.0 
資本収支 3) 十 5.5 + 6.8 











注) 1) 海運保険，利子送金 etc
2) 鉄道年賦金，インド省関係費の移動含む。
3) 直接的計算方法によるも白ロ
出所) Y. S. Pandit. lndia's Balan四ザ lndebtedness





















35) S. B. SauI. 0.ρ日t.，p. 61.邦訳.71へ 乙人



















1880/81-82/83 1894/95-96/97 1911/12ー 13/14
イギ リ ス -10.7 13.3 -52.3 
工業ヨーロッパ +10.3 +ー9.9 十32.6
中国・日本 + 8.0 + 7.4 +18.6 
ムロ 家 国 十1.9 + 2.4 十 9.0
南アメリカ 十0.25 + 0.8 十1.8
言十 +15.3 +16.2 十20.1
出所) S. B. Saul， op. cit.， p. 204，邦自も 244ベー ジ2
36) Ibid， pp. 100-101，邦"" 118-119ヘジ。
37) 本山葺彦「世界経揖論J，1976年， 231-' ジ.


























38) S. B. Saul， ~ρ. cit.， pp. 113-115，邦訳.136-137ベー ジ.
帝国主義形成期のイギリ λ の資本輸出と「多角的決済網」 (379) 69 
味するのではなし被支配領域へのその浸透が対立者激化するとともに，工業
諸列強の金融的相芹依存の上に成り立つ「対立」こそが支配の一層の拡大と深
化を可能にするという相乗的性格を有するものであった。世界的規模でも「競
争が独占の形式に転化している」のみならず，更に決定的重要性を帯びてきて
いるのである。
しかし本稿では，イギリ λの資本輸出を通じて帝国主義世界経済の形成に呆
した被支配地域の役割を問題にするものではあっても，後者自身の経済的発展
に与える内的インパクトをそれ自体として取り扱うものではなかった。ここに
われわれは次の課題を見い出すベ雪であろう。
く1976.9.16脱稿)
